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SDGs で共に創る　持続可能な行方

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
時
計
の
針
が
逆
戻
り
し
た
ま
ま

で
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
回
復
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
５
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成

し
、
す
べ
て
の
女
性
及
び
女
児
の
能
力

強
化
を
行
う
」
で
あ
り
、
重
要
で
す
。

３
．
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
の
女
性
へ
の
深

刻
な
影
響

　

こ
う
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
女
性

へ
の
深
刻
な
影
響
に
鑑
み
、
内
閣
府
が

事
務
局
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
下
の
女
性
へ

の
影
響
と
課
題
に
関
す
る
研
究
会
が

開
催
さ
れ
、
２
０
２
１
年
に
報
告
書
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
男
女
で
異
な
っ
て
お

り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
入
れ
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
①
女
性
へ

の
暴
力
②
経
済
③
健
康
④
家
事
・
育
児
・

介
護
（
無
償
ケ
ア
）
と
多
岐
に
及
ん
で

お
り
、
特
に
、
女
性
の
⾮
正
規
雇
⽤
労

働
者
の
減
少
や
自
殺
者
数
の
増
加
な
ど

が
深
刻
で
す
。
新
た
な
課
題
と
共
に
、

根
底
に
お
い
て
平
時
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
男
女
共
同
参
画
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
が
顕
在
化
し
た
と
い
え
ま
す
。

第
26
回

コ
ロ
ナ
禍
が
浮
き
彫
り
に
し
た

　
　
　
　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
課
題
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里　

１
．
年
始
の
ご
挨
拶
ー
ポ
ス
ト
／
ウ
ィ

ズ
・
コ
ロ
ナ
に
向
け
て

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
は

２
０
１
９
年
12
月
の
中
国
武
漢
市
で
の

発
生
か
ら
は
や
３
年
が
た
ち
、
４
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
世
界
そ
し
て
日
本
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
後
や
ウ
ィ
ル
ス
と

の
共
生
に
、
向
け
て
、
少
し
ず
つ
歩
み

を
始
め
て
い
ま
す
。
他
方
、
本
稿
執
筆

の
昨
年
12
月
時
点
で
も
、
感
染
者
数
お

よ
び
重
症
者
数
・
死
者
数
は
日
々
増
加

し
て
お
り
、
昨
年
夏
の
第
７
波
に
迫
る

勢
い
で
、
終
息
と
は
い
え
な
い
状
況
で

す
。

　
ポ
ス
ト
／
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
に
向
け

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
危
機
に
対
応
す
る
世

界
共
通
の
行
動
計
画
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
年
で
あ
る

２
０
３
０
年
ま
で
あ
と
８
年
、
私
も
引

き
続
き
、
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
、

持
続
可
能
な
行
方
を
共
に
創
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
浮
き
彫
り
に
し

た
、
日
本
社
会
の
脆
弱
性
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
中
で
、
万
人
に
降
り
か
か
る
も

の
で
あ
り
、
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

「
我
が
事
」（
自
分
ご
と
）
で
す
。
感
染

症
は
人
を
選
び
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
は
格
差
が
あ

り
、
よ
り
脆
く
弱
い
立
場
の
地
域
や

人
々
は
一
層
深
刻
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
女
性
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
深
刻
で
す
。
内
閣
府
（
２
０
２
１
）

は
「
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
は
、
我

が
国
の
男
女
共
同
参
画
に
と
っ
て
、
歴

史
的
な
年
で
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
、
各
国

の
弱
い
と
こ
ろ
を
露
わ
に
し
た
。
我
が

国
に
お
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
遅

れ
が
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
危

機
感
を
示
し
て
い
ま
す
。
国
連
の
グ

　

同
報
告
書
の
副
題
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基

本
理
念
を
強
く
意
識
し
て
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会

へ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
課
題
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
で

す
。
従
来
の
政
策
や
制
度
、「
男
尊
女

卑
」
的
な
慣
行
を
見
直
す
と
と
も
に
、

女
性
の
よ
り
一
層
の
参
画
を
促
進
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
包
摂
的
な
共
生
の
未

来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

図　新型コロナ禍の女性への深刻な影響

出典：コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会（2021）より筆者修正


